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加賀地域の木材を活用した各種新サービスの提案によるログハウスの普及・販売事業

� 連携体

かが森林組合は、伐採及び乾燥・切削等のログキッド前段階となる一次加工
を行う。(株)北陸リビング社は、これまでログ壁材及び構造材については国産

加賀地域の豊富な森林資源を活用し、樹種・木目・色調・香りのコーディネートやオーダー家具の提案、更には森林や加工
現場等の見学・体験イベントなど、ユーザーの五感に訴える各種新サービスを通じてログハウスの普及並びに販路開拓を行う。

� 連携に当たっての課題や工夫等

かが森林組合は、FSC森林認証の取得など持続可能な森林保全に取り組む
中で老齢樹の伐採や安定した販路先の確保に課題を有していた。一方の (株)
北陸リビング社では、地元産材を活用したログハウスの普及啓発を検討してい
た。そこで、豊富な地元産材を活用した内装デザインやオーダー家具の提案、
薪の安定供給など各種新サービスを積極的に提案していくため、両者で連携し、
ログハウスの販路拡大並びに地元産材の需要拡大に取り組むこととなった。

� 連携の経緯

農林漁業者 かが森林組合 （林業）
杉をはじめ加賀地域の針葉樹・広葉樹を安定供給するとともに、葉枯らし乾燥や遊休施設等の有効活用による木材の保管
（自然乾燥）、更には押角加工（ログキッドの前段階）等の一次加工を行う。
※葉枯らし乾燥とは、枝・葉をつけて一定期間自然乾燥する方法。材を傷めず乾燥可能、色艶の向上、乾燥速度の向上等の特徴がある。

④新規用途開拓による地域農林水産物の需要拡大、ブランド向上

中小企業者 (株)北陸リビング社 （総合工事業）
自社プレカット設備・技術を活用し、単調になりがちなログハウス設計の自由度拡大に加え、地場産材の樹種・木目・色調・香
り等をコーディネートした内装デザインやオ―ダー家具の提案などの各種新サービスにより、ログハウスの普及拡大を図る。

サポート機関等 (独)中小企業基盤整備機構北陸支部

＜ログの主原材料となる杉＞

を行う。(株)北陸リビング社は、これまでログ壁材及び構造材については国産
材を使用していたが、本事業ではログ壁材及び構造材の全てをかが森林組合
から調達した地元産材としていく。また、両者で連携し、伐採からログ材出荷の
各工程における品質管理を厳格化するため、含水率等の管理方法の規定化
を図る。さらに、地元産材の樹種・木目・色調・香り等をコーディネートした内装
デザインやオ―ダー家具の提案、薪の安定供給、森のオーナー制等のイベン
トの実施を行う。これら各種新サービス等の積極的な提案を通じてログハウス
の魅力向上並びに普及啓発を図り、地元産材の需要拡大による林業における
地産地消の促進を図る。

� 代表企業等の連絡先
企業等名：
Ｔ Ｅ Ｌ ：
E - m a i l ：

株式会社北陸リビング社
0761-51-2200
hide@hokurikuliving.com

所 在 地 ：
Ｆ Ａ Ｘ ：
ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ：

石川県能美市辰口町５７３-１
0761-51-2112
http://www.hokurikuliving.com

農林漁業者 ５年で１,２７８万円の売上高増加、林業における地産地消ビジネスの促進

安定的な供給先が確保されることによる経営改善と地元産材を活用したログハウスの販路開拓による林業における地産地消
の促進が期待される。

中小企業者 ５年で１２,２８８万円の売上高増加、新サービスの提案等によるログハウスの普及

豊富な地元産材を活用した内装デザインやオ―ダー家具の提案、更には森林や加工現場等の見学・体験イベントなど、ユー
ザーの五感に訴える各種新サービスを通じたログハウスの需要拡大と業界の活性化が期待される。

� 連携による効果

連
携
体

・ ログハウス愛好者
・自然志向が高い
こだわりユーザー
・ロハス生活を求める
ユーザー 等

【代表者】

・ログハウスの設計及び施工設備・技術
・ログハウスの提案・販売ノウハウ

(株)北陸リビング社（石川県能美市）

ログハウスの提案・製造・販売

【共同申請者】

地場産材の安定供給及び一次加工

かが森林組合（石川県小松市）

・地元産材（針葉樹、広葉樹）の伐採

・木材の乾燥及び保管設備・技術

・木材の切削設備・技術

＜ログハウス＞


